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内部統制や全社的リスクマネジメント（ERM）に関する
ガイダンスを提供するトレッドウェイ委員会組織委員会

（COSO）は、2013年5月に改訂内部統制の統合的フレー
ムワーク（改訂フレームワーク）を公表しました。1992年
にCOSOによって公表された現行の統合的フレームワー
ク（現行フレームワーク）は、幅広く受け入れられ、とりわけ、
米国ＳＯＸ法404条の評価報告に適用されるフレームワー
クとして広く普及し、日本の金融商品取引法で提示されて
いる内部統制フレームワークのベースとなっています。

改訂フレームワークでは、内部統制の定義や枠組み
（キューブ）の構造などは現行フレームワークと基本的に
は同様であり、内部統制の有効性を評価するために使わ
れる基準として大きな変更はないとも言えます。一方で、
新フレームワークでは、原則主義を前面に出し、内部統制
の5つの構成要素を支援する17の原則（Principles）を
盛り込んでいます。COSOは、何が有効な内部統制を構

成するかについて経営者の理解を深めるためにこれらの
原則を明示的に示すことを決めたとされています。各々
の原則を支えるのは、原則に関連する重要な特徴を表す
着眼点（Points of focus）であり、内部統制を整備・導入・
実施する際や、関連する原則が存在し機能しているかど
うかを評価する際に、経営者を支援するための有用なガ
イダンスとなることが意図されています。 

プロティビティでは、改訂フレームワークの17の原則に沿っ
て、それら原則が存在し機能しているかを各企業の内部
統制構築・評価などの活動を担当されている方々がどのよ
うにとらえているか、2013年6月から7月にかけて主にプロ
ティビティのメルマガ読者に対してサーベイを実施しました。
その結果、約65名の回答者を得ることができました。以下
はその結果を分析したレポートとなります。このサーベイ結
果が、改訂フレームワークの概念の理解に役立つとともに、
今後の取り組みに関して有益な情報となれば幸いです。

COSOフレームワーク改訂の影響について

• COSOフレームワークの改訂による、「財務報告に
係る内部統制評価」の取り組み・評価項目の見直し
の必要性については、必要性があるとした回答は
34％に留まりました。反面、日本の内部統制報告制
度において、金融庁が示している内部統制のフレー
ムワーク・評価のアプローチ・評価項目については、
見直すべきとの回答が54.7%と過半数を上回りま
した。

• リスクマネジメントや内部統制の取り組みにおいて、
改訂フレームワークが提唱するような、リスクアプロー
チの考え方が体系的に採り入れられているかとの質

問については、過半数の回答者から、既に採り入れ
ているとの回答が得られました。

• 全社レベル（グローバル拠点を含む）の、財務報告以
外の内部統制を今後の見直し・評価するにあたり、改
訂フレームワークのガイダンスを活用する価値がある
かとの質問に対しては、79.2%という大多数の回答者
から肯定的な回答がありました。

• 今回のCOSOフレームワーク改訂で、もっとも称賛さ
れる点、より解説・題材・事例が必要と考える項目は双
方とも「原則主義の導入と17の原則の明確化」が最
も高い回答結果となりました。
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改訂フレームワーク　COSO 17の原則について

下記の原則については、75％以上の回答者が、「十分に
整備・運用されている」または「十分に整備されているが、
運用に一部改善が必要である」と回答しています。

［統制環境 原則１］ …………誠実性および倫理観に対す
るコミットメント

［統制環境 原則２］ …………独立した取締役会による内部
統制の整備・運用状況の監視

［統制環境 原則３］ …………組織構造、報告経路および
適切な権限と責任の確立

［統制活動 原則１２］ ………明確な方針および手続きによ
る統制活動の展開

［リスク評価 原則６］ ………内部統制の目的の明示（外
部財務報告目的、内部報告目

的、コンプライアンス目的）

［モニタリング 原則１６］ …日常的評価および／または
独立的評価の実施。

［モニタリング 原則１７］ …内部統制の不備の評価、伝達

下記の原則については、35％以上の回答者が、「整備・
運用に一部改善が必要」または「整備運用ともにかなり
改善が必要である」と回答しています。

［統制環境 原則４］ …………有能な人材を惹きつけ、育成、
維持する

［リスク評価 原則７］ ………目的の達成に関連するリスク
の識別と分析

［リスク評価 原則８］ ………不正の可能性の検討
［リスク評価 原則９］ ………重大な影響を与え得る変化

の識別、評価

［情報と伝達 原則１３］ ……質の高い情報の入手、作成、
利用
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アンケート結果詳細

1．COSOフレームワーク改訂の影響について

1.1. 改訂フレームワークの原則を考慮すると、貴方が所属する会社では「財務報告に係る内部統制評価」の取り組み・
評価項目を見直す必要があると思いますか？

 
強くそう思う　　　　　　そう思う　　　　　　そう思わない　　　　　　まったく思わない　　　　　　わからない

34.0%

0.0%

45.3% 7.5% 13.2%

1.2. 改訂フレームワークは、より多くの利用者が財務報告の枠を超えて適用するとの期待をもって提供されています。
貴方が所属する会社では、「財務報告以外の内部統制」の目的（コンプライアンスや業務の有効性・効率性）にお
いて、ＣＯＳＯのようなフレームワークや基準にそって内部統制評価が体系的になされていると思いますか？

強くそう思う　　　　　　そう思う　　　　　　そう思わない　　　　　　まったく思わない　　　　　　わからない

39.6%5.7% 45.3%

1.9%

9.4%

1.3. 貴社のリスクマネジメントや内部統制の取り組みにおいて、改訂フレームワークが提唱するような、経営者のリスク選
択、リスク許容度の考慮、業務目標及び財務目標、リスク評価と連動した統制活動など、リスクアプローチの考え方
が体系的に採り入れられていると思いますか？

強くそう思う　　　　　　そう思う　　　　　　そう思わない　　　　　　まったく思わない　　　　　　わからない

50.9% 43.4%

1.9%

3.8%

0.0%
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1.4. 改訂フレームワークに当てはめて考えると、貴方が所属する会社の「財務報告以外の内部統制」の目的　（コンプ
ライアンスや業務の有効性・効率性）において、リスク評価や内部統制評価の取り組み・評価項目を変える必要があ
ると思いますか？

強くそう思う　　　　　　そう思う　　　　　　そう思わない　　　　　　まったく思わない　　　　　　わからない

35.8%7.5% 45.3% 7.5%3.8%

1.5. 貴社が全社レベル（グローバル拠点を含む）の、財務報告以外の内部統制を今後の見直し・評価するにあたり、改
訂フレームワークのガイダンスを活用する価値があると思いますか？

強くそう思う　　　　　　そう思う　　　　　　そう思わない　　　　　　まったく思わない　　　　　　わからない

69.8%9.4% 7.5% 13.2%

0.0%

1.6. ＣＯＳＯフレームワークで提唱されているような内部統制を、組織文化および業務に浸透させるために、貴方が所属
する会社の内部監査は重要な役割を果たしていると思いますか？

強くそう思う　　　　　　そう思う　　　　　　そう思わない　　　　　　まったく思わない　　　　　　わからない

49.1%15.1% 30.2% 3.8%

1.9%

1.7. 日本の内部統制報告制度において、金融庁が示している内部統制のフレームワーク・評価のアプローチ・評価項目
などは、COSOの原則や着眼点の考え方や評価の手順を採り入れて見直すべきと思いますか？

強くそう思う　　　　　　そう思う　　　　　　そう思わない　　　　　　まったく思わない　　　　　　わからない

24.5%52.8% 18.9%

1.9%1.9%
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1.8. 今回改訂された内容で、もっとも称賛すべき点と考える項目は、次のうちのどれだとお考えですか？

原則主義の導入と17の原則の明確化

内部統制における目的設定の役割を明確にしていること

ガバナンスの概念に関する議論を組み込んでいること

内部統制の目的である「報告」のカテゴリーを拡大したこと

不正防止に関する考慮を高めていること

その他

38%

23%

12%

8%

15%
4%

1.9. 今回改訂された内容で、より解説・題材・事例が必要と考える項目は、次のうちのどれだとお考えですか？

原則主義の導入と17の原則の明確化

内部統制における目的設定の役割を明確にしていること

ガバナンスの概念に関する議論を組み込んでいること

内部統制の目的である「報告」のカテゴリーを拡大したこと

不正防止に関する考慮を高めていること

その他

44%

15%

17%

8%

14%
2%

1.10. COSOの本文を読んでみたいと思いますか？

英語で全文を読んでみたい

日本語で全文を読んでみたい

日本語で必要な部分を一部分読んでみたい

日本語で概要・ポイントだけ知りたい

読みたくない・知りたくない

13%

57%

11%

19%

0%
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2．改訂フレームワークCOSO17の原則について

貴方が所属する組織では、（着眼点も踏まえた）各17原則の内容が、どの程度整備・運用されているとお考えでしょうか？

［統制環境］

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

わからない整備・運用ともにかなり改善が必要である整備・運用に一部改善が必要である

十分に整備されているが、運用に一部改善が必要である十分に整備・運用されている

独立した取締役会による内部統制
の整備・運用状況の監視2

誠実性および倫理観に対するコミ
ットメント1

組織構造、報告経路および適切な
権限と責任の確立3

有能な人材を惹きつけ、育成、維
持する4

内部統制に対する責任感の浸透5

48.3% 30.0% 18.3%

55.0% 21.7% 13.3% 5.0%5.0%

62.7% 23.7% 11.9%

28.8% 27.1% 28.8% 11.9%

32.2% 37.3% 22.0% 6.8%

0.0%

3.3%

1.7%

3.4%

1.7%

0.0%

［リスク評価］　

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

わからない整備・運用ともにかなり改善が必要である整備・運用に一部改善が必要である

十分に整備されているが、運用に一部改善が必要である十分に整備・運用されている

外部財務報告目的6b

業務目的6a

外部非財務報告目的6c

内部報告目的6d

コンプライアンス目的6e

32.7% 36.4% 20.0% 9.1%

61.8% 25.5% 9.1%

34.5% 36.4% 16.4% 10.9%

40.0% 38.2% 10.9% 9.1%

45.5% 36.4% 9.1% 7.3%

1.8%

1.8%

1.8%

1.8%

0.0%

3.6%

６.内部統制の目的の明示
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

わからない整備・運用ともにかなり改善が必要である整備・運用に一部改善が必要である

十分に整備されているが、運用に一部改善が必要である十分に整備・運用されている

不正の可能性の検討8

目的の達成に関連するリスクの識
別と分析7

重大な影響を与え得る変化の
識別、評価9

25.5% 36.4% 21.8% 16.4%

18.2% 36.4% 27.3% 16.4%

29.1% 25.5% 27.3% 14.5%

0.0%

1.8%

3.6%

［統制活動］

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

わからない整備・運用ともにかなり改善が必要である整備・運用に一部改善が必要である

十分に整備されているが、運用に一部改善が必要である十分に整備・運用されている

許容可能な水準までリスクを低減
する統制活動の選択、整備

テクノロジに係る全般統制活動の
選択、整備

10

明確な方針および手続きによる
統制活動の展開12

34.5% 38.2% 18.2% 9.1%

29.1% 36.4% 23.6% 9.1%

37.7% 39.6% 20.8%

0.0%

0.0%

1.8%

1.9%

11

［情報と伝達］

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

わからない整備・運用ともにかなり改善が必要である整備・運用に一部改善が必要である

十分に整備されているが、運用に一部改善が必要である十分に整備・運用されている

質の高い情報の入手、作成、利用

組織内部に内部統制を機能させ
る上で必要な情報を伝達

13

組織外部に内部統制に影響を与
える情報を伝達15

26.4% 34.0% 30.2% 5.7%

37.7% 34.0% 20.8% 5.7%

37.7% 34.0% 22.6%

1.9%

3.8%

1.9%

14

3.8%



8

プロティビティ 改訂COSO内部統制の原則に関わるサーベイレポート

© 2013 Protiviti Inc. All rights reserved. 複写禁、転載禁

［モニタリング活動］

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

わからない整備・運用ともにかなり改善が必要である整備・運用に一部改善が必要である

十分に整備されているが、運用に一部改善が必要である十分に整備・運用されている

日常的評価および／または独立的
評価の実施

内部統制の不備の評価、伝達

16 37.7% 37.7% 18.9% 5.7%

54.7% 22.6% 15.1% 5.7%

1.9%

3.8%

17

回答者のプロファイル

［回答者役職］

役員

部長

マネージャー

担当者

11%

43%

43%

3%

［回答者の管轄・所属部門］

企画部門

経理・財務部門

CSR／内部統制推進部門

リスク管理部門

事業部門

情報管理部門

内部監査部門

その他

9%

20%

8%

58%

0%

0%

5%

［回答者の属する業界］

水産・農林・鉱業
食品・生活用品メーカー
輸送用機器・機械メーカー
鉄鋼・金属・非鉄金属メーカー
商業（商社・卸売業・小売業など）
不動産
IT・情報通信業
サービス業
建設業
電気・精密機器メーカー
医療品・医療機器メーカー
その他製品メーカー
金融業（銀行・証券・保険など）
運輸業
電気・ガス・水道・その他エネルギー業
その他

2%2%
7%

7%

10%

12%

2%
10%

10%

5%

24%

2% 3%

0%

0%

5%
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プロティビティについて

プロティビティ（Protiviti）は、リスクコンサルティングサービスと内部監査サービスを提供するグローバルコンサルティングファームです。北米、日本を含む
アジア太平洋、ヨーロッパ、中南米、中近東、アフリカにおいて、ガバナンス・リスク・コントロール・モニタリング、オペレーション、テクノロジ、経理・財務における
クライアントの皆様の課題解決を支援します。
プロティビティのプロフェッショナルは、経験に裏付けられた高いコンピテンシーを有し、企業が抱えるさまざまな経営課題に対して、独自のアプローチと
ソリューションを提供します。現在、世界の70を超える拠点で約2,900名のコンサルタントが活躍しています。
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［回答者の企業規模］

1兆円以上

5000億円以上1兆円未満

1000億円以上5000億円未満

500億円以上1000億円未満

100億円以上500億円未満

100億円未満

45%

11%

13%

5%

5%

21%

［回答者企業のSOX適用属性］

US-SOX適用上場企業（親会社）

US-SOX適用非上場企業（子会社）

J-SOX適用上場企業（親会社）

J-SOX適用非上場企業（子会社）

その他
65%

8%

0%

5%22%


